
1　学校として目指す授業

2　生徒の現状

3　生徒の学力・学習状況等の課題

4　学校全体の授業改善の視点

評価 評価 評価 評価 評価 評価 評価 評価 評価 評価

1

学

年

2

学

年

3

学

年

・各単元ごとに目標

を明確にして振り返

りを行うことで、見

通しを持って計画的

に作品を制作できる

ように工夫する。

・ICT機器を利用して、自

分たちの動きを客観的に

観察させる。そして課題を

明確し、自分たちで改善

方法を考えさせ、主体的

に課題解決学習に取り組

ませていく。

・「生活の課題と実践」にお

いて課題を見つけ実践するた

めの計画を立案する段階から

ICT機器の活用を積極的に取

り入れ、主体的に取り組める

ようにする。同時に情報リテ

ラシーをもってその真偽を確

認することの必要性を身に付

けさせる。

・「目的・場面・状況」を明

確にした言語活動において、

生徒が自分に適した目標や方

法を選べるようにすること

で、個に応じた支援を行う。

段階的に課題に取り組ませる

ことでまとまった量の英語を

「読む・書く・話す」力を育

成する。

道徳

・教科書を基盤とし

たに「考え議論する

道徳」を意識した発

問の設定を行い、自

らの考えを育む。

・生徒同士が考えを共有

する活動を設定し、自分

の意見を相手に分かりや

すく伝える活動を通して、

他者の意見から学び、自

らの考えを深める力を育

成していく

美術 保健体育

・議論する道徳を目

指し、主発問は正解

のない発問を問うよ

うにする。他者の意

見を聞いて考えが深

まるようにする。

・GIGA端末を効果的に活

用し、個別の問題発見・

課題設定ができるような

資料の充実を図る。ま

た、3年間で学んだ知識・

技能を教科横断的に生か

すことができるように促

す。

・生徒が主体的に取り組むた

めの「目的・場面・状況」を

設定した単元目標の設定と、

それに向けたスモールステッ

プの設定をし、何に向かって

今どういう段階を進めている

のかをメタ認知しながら学習

を進めていけるようにする。

・生活の課題を主体的に考

え、課題が発見できるまでの

基本的な力を育成する。学習

を通して身に付けた知識や考

えをICTを用いて整理し、協

働学習を通して自分の意見や

考えを共有する場面を設け、

課題解決の多様な方法が工夫

できるようにしていく。

国分寺市立第五中学校

技術・家庭 外国語

・言語活動等において「目

的・場面・状況」を意識し主

体的な取組ができるよう、目

標設定を明確にする。また、

その課題解決のための手立て

や方法を例示し、生徒が自ら

適切なものを選べるような機

会を設定する。

令和８年度　授業改善推進プラン　

一人一人の生徒の目線に立ち、主体的・対話的で深い学びを行い多様な学びを広げる授業 

（１）「全国学力・学習状況調査」の分析（中学校３年生） （３）　その他の資料を活用した分析（２）都「学びに向かう力等に関する意識調査」の分析

・文章の構成や展開、表現の

効果について、根拠を明確に

して自分の考えを形成し、他

者との交流を通して考えを深

める言語活動を設定する。

・読み手に自分の考えや気持

ちが明確に伝わるよう、交流

で得た意見を基に、構成や表

現を見直して推敲する力を育

成する。

・授業で学んだ社会

的な見方・考え方を

を生かして、自ら設

定した課題に取り組

むことができるよう

にする。

・生徒同士が自分の考え

を共有し、多面的に考え

たり、考えを深めたりす

る活動を設定する。

・単元や小単元ごとに学

習を振り返り、自己の課

題を見つけて調整した

り、学習の見通しをもっ

て計画を立てたりできる

ようにする。

・実験観察を行ったのち

に、ICT機器を用いなが

ら、自分の言葉で考えを

整理する。また、自分の

考えを話し合い他者の考

えを取り入れたり比較検

討したりする中で、多角

的な考え方、物の見方を

身に付ける。

・ICT機器の活用をし、自

らの思いや意図をもって

表現活動ができるような

工夫をする。複数の領域

や分野の活動を関連さ

せ、学校行事との結びつ

きも考え、表現力を身に

付ける。

・文法、物語文、説

明文など授業の時間

で学ぶべき内容を分

けて学ぶべきことを

明確にしている。

・GIGA端末を活用

して、習得した知識

を他者と共有した

り、表現したりする

課題を意図的に設定

する。

・GIGA端末を積極的に活

用し、見てわかる授業を

実践する。学習した内容

や、既習の内容を互いに

確認したり、表現したり

する時間を設定し、各単

元のつながりを意識でき

るようにする。

・実験・観察における探

究活動を通して課題を解決

する方法を思案させる。

既習事項を整理し、実験

から得られた自らの考え

を話し合う中で、気付き

を他者と共有していく。

・1年生で学んだ基礎的な

内容を生かし、自らの思

いをもって表現の工夫が

できるようにパート練習

やペアワークでの話し合

いの時間を設定する。

・素材の特性に合っ

た技法や表現方法を

工夫するために、作

品を鑑賞し合うこと

で発想を高められる

ようにする。

・ICT機器を利用して、自

分たちの動きを客観的に

観察させる。そして課題を

明確し、主体的に課題を

解決することができる工

夫をさせる。また、他者

にも自分の意見が言える

ようにし、作戦などを立

てより高いレベルで競技

をする。

・学習した内容を日常生活や他教科の学習と関連付けて考える力を高めることが課題である。

・自分の考えを根拠を明確にして説明したり、相手に分かりやすく伝えたりする力を伸ばすことが課題である。

・課題解決に向けて、情報を整理・分析し、適切に活用する力を身に付けることが課題である。

・主体的に学習計画を立て、見通しをもって学習に取り組む姿勢を育てることが課題である。

・一つの考えだけでなく、多面的・多角的な視点から物事を捉える力を育成することが課題である。

習得した知識を活用して自分の考えを表現したり、課題を解決したりする方法を考える場面を設けることが必要である。生徒から多様な考えが生まれるような発問を工夫し、他者の意見を理解しながら新たな気付き

や理解を得られる機会を充実させていく。また、ICT機器を積極的に活用し、生徒が自ら目標を設定して取り組める課題を設定することで、個別最適な学びを推進していく。

さらに、学習を通して身に付けた知識や考えを、ICTを用いて整理し、自ら考えて発信する活動を一層充実させたい。自分の意見を相手に分かりやすく伝える経験を重ねることで、思考力・判断力・表現力を高めると

ともに、他者の意見から学び、自らの考えを深める力を育成していく。対話や協働学習を工夫しながら、主体的・対話的で深い学びの実現を各教科で一層推進し、教科横断的な学習や地域とのつながりを生かした学

びを通して、地域に学び、地域に貢献できる人材の育成を目指していく。

・参考作品やICT機

器を活用して、基本

的な技法や道具の使

い方について理解し

て身に付けられるよ

うに工夫する。

・ICT機器を利用して、自

分たちの動きを客観的に

観察させる。そして課題を

明確にできるようさせ

て、解決するための手だ

てを提示していく。

・授業のねらいを明確に

し、生徒の意欲が高まる

身近な言語活動を設定

し、適切に評価する。

・知識技能を身に付けさ

せてから、思考力判断力

表現力等を適切に評価す

る。

・GIGA端末を活用

して、個別最適な学

習に向けて取り組

む。他者の意見を聞

き、新たな理解を得

られる機会を設定す

る。

・基礎的な学習内容の定

着を図るため、授業内で

反復練習をする時間を設

ける。また、学習した内

容の理解度を深めるた

め、互いに教え合う時間

も確保する。

・実験・観察における探

究活動を通して課題を解決

する方法を思案させる。

班活動を通して、他者の意

見から学び、自分の意見

を深める活動を設定す

る。

・基礎的な学習内容の充

実を図るため反復学習を

行う。また、授業の目標

を明示し、振り返りを行

うことで達成感を得られ

る工夫をする。

5　各教科における授業改善の方策

国語 社会 数学 理科 音楽

〇授業内の理解に関しては５教科（国語・社会・数学・理科・英語）でおよそ８割の生徒は分かると回

答している一方で、自己評価として得意と感じている生徒は６割程度になっている。

・テストで間違えた問題に対して、なぜ間違えたのかを考えているのは７割を超えている。

・習熟度別指導による授業に対して肯定的に捉えている割合が９割程度である。

・他人に自分の考えを説明したり、わからない時にあまり質問や相談をしなかった生徒の割合が３割程

度であった。

・教科書を読むなどして、授業でこれから学習することの見通しをもつようにしている、ということが

他の項目に比べて低いこと分かる。

活用した資料名及び分析結果

・第１回生徒アンケートから

「タブレット端末を活用しながら、自分のペースで学

んだり、友達と意見を出し合ったりして学習に取り組

んでいる。」という質問の結果

そう思う 48.2%

どちらかといえばそう思う 42.1%

ことが分かった。引き続き効果的にタブレット端末を

扱う。

学力・学習状況調査の分析

・国数英の全教科の正答率に置いて、全国平均、都

平均を上回っている。特に数学においては第１四分

位の数値が全国の第２四分位の数値と等しく、本校

の数学の基礎学力の高さがうかがえる。

・英語や国語と比べて数学の学習活動への取り組み

や、意識はやや高い数値が出ている。

生活習慣や学習習慣に関する質問調査の分析

・学校での勉強について保護者と共有する生徒が非常に高く、学習につ

いての意識が高い。

・学校での悩みについても保護者と共有する生徒が全国平均に比べて多

い。

・向社会性についての質問（人が困っているときは進んで助けています

かなど）については全国平均よりも低い。また、将来の夢や目標に関し

ても全国平均よりも低い。学習に取り組む中で視野が広がり、自身の課

題意識が明確になったとも考えられる。

【授業改善推進プランの活用法】

①「１ 学校として目指す授業」を設定する。

※学校経営方針との関連を確認すること。

②「１ 学校として目指す授業」に関する各種調査の特徴的な課題を「２ 生徒

の現状」に，まとめる。

③「２ 生徒の現状」を基に，学校全体の課題を焦点化して，「３ 生徒の学

力・学習状況等の課題」にまとめる。

④「３ 生徒の学力・学習状況等の課題」を基に，「４ 学校全体の授業改善の

視点」を設定する。

⑤「４ 学校全体の授業改善の視点」を基に、「５ 各教科における授業改善の

方策」を設定する。 → 学校指導課へ提出する。

⑥12月末に実施状況を評価し、３学期以降の指導に生かす。

評価 ◎…実施した。 〇…一部実施した。 △…未実施


